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2024仙台市下水道フェア 第２３回川柳コンクール 

 

ご あ い さ つ 

仙台市下水道フェア川柳コンクールは、川柳を詠むことを通し

て、くらしの中の「水」について考えるきっかけとしていただくことを目

的に、平成 14 年度から実施しており、今回で 23 回目を迎えまし

た。 

「くらしと水」、「マンホール」をテーマに、今年度は、児童・生徒、

一般の方あわせて 214 名の皆様から 378 句のご応募をいただき

ました。素晴らしい作品を数多くお寄せいただき、心より感謝申し

上げます。 

下水道は水をきれいにし、大雨から街を守る働きをしている大

切なインフラです。下水道管は地下に埋まっているため、普段は

直接目にする機会がありません。最も身近な下水道施設と言え

ばマンホールです。マンホールをご覧になって、その下に下水道

があることを想像していただければ、大変嬉しいことでございます。

この川柳コンクールを通して、下水道その他の水環境について

考えていただくきっかけとなりましたら幸いです。 

この度見事に入賞された皆様の川柳を、表現されている情景

や心情を想像しながら心ゆくまでご鑑賞ください。 
 

  令和 6年１０月吉日            

仙台市下水道フェア実行委員会   

会長 仙台市建設局長 佐藤 秀樹 
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2024 仙台市下水道フェア第 23 回川柳コンクール 

応募者数 

 人 数 作 品 数 

小 学 生 39 校  114 名 197 句 

中 学 生 8 校   22 名 40 句 

高 校 生 2 校   4 名 8 句 

小 計 49 校  140 名 245 句 

一 般 74 名 133 句 

合 計 214 名 378 句 

 

選者紹介 

雫石 隆子 さん  (宮城県川柳連盟理事長） 

鈴木 俊光 さん （アナウンサー・パーソナリティ） 

佐藤 秀樹  （仙台市建設局長） 
 

 

＜仙台市下水道フェア実行委員会構成団体＞ 
・全環衛生事業協同組合 
・公益社団法人 全国上下水道コンサルタント協会東北支部 
・全国ヒューム管協会東北支部 
・一般社団法人 仙台建設業協会 
・仙台リバーズネット・梅田川 
・公益社団法人 日本下水道管路管理業協会東北支部 宮城県部会 
・宮城県管工業協同組合 
・公益社団法人 宮城県生活環境事業協会   
・仙台市建設局 
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【講評】 選者 雫石 隆子 

（宮城県川柳連盟 理事長） 

 

二十三回、と言う歴史を重ねた川柳コンクール。

令和六年は正月早々に能登地震があり、夏には猛

暑と言うより、酷暑の暑さが全国的にありました。この

暑さに水は必須です。いつの年にも況して水資源の

大切さが作品にも反映されています。課題は「くらしと

水」で二十三年間変わりませんが、令和六年は六

年の世相が作品の中から読み取ることが出来ます。 

 またもう一つ、川柳という江戸期以来の伝統文芸

を小学生の皆さんが身近に思われ、思いの丈を十

七音字にまとめ楽しまれたことです。二百七十年の

歴史を持つ川柳を未来につなげよう、と思っています

から若い詠み手が居ることは心強く思います。 

 これからも感動や気づきを五七五にまとめて、自分

自身の記録として残しましょう。また、高齢者のサプリ

メント、とも言われる文芸です。健康寿命のためにも

頭脳のトレーニングとしてお楽しみ下さい。 



選者 雫石隆子 
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ジ
ュ
ニ
ア
賞 

ホ
タ
ル
は
ね 

キ
レ
イ
な
水
が 

す
き
ら
し
い 

仙
台
市
立
東
長
町
小
学
校
三
年 

鈴
木 
澄
晴 

  

特 

選 ひ
が
サ
ン
サ
ン 

の
ど
が
カ
ラ
カ
ラ 水

ゴ
ク
リ 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
三
年 

後
藤 

旭
陽 

 

   

 

【評
】 

水
の
大
切
さ
は
人
間
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
水
辺
に
育
つ
ホ
タ
ル
に
と
っ
て
も
水
質

は
重
要
で
す
。
こ
の
一
句
も
下
五
の
「す
き

ら
し
い
」
の
止
め
方
が
良
い
で
す
ね
。
伝
聞

を
正
直
に
言
い
表
し
て
い
ま
す
。
ホ
タ
ル
、

キ
レ
イ
の
表
記
に
も
感
心
で
す
。 

  

【評
】 

熱
中
症
対
策
に
十
分
な
水
の
摂
取
を
言

わ
れ
ま
し
た
。
下
五
の
「
水
ゴ
ク
リ
」
の
止

め
が
良
い
で
す
ね
。
上
五
、
中
七
に
も
オ

ノ
マ
ト
ペ
を
配
し
、
見
事
な
一
句
で
す
。

表
記
も
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
と

書
き
分
け
も
素
晴
ら
し
い
。
こ
の
秀
句
に

出
会
い
嬉
し
い
夏
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
。 

 



選者 雫石隆子 
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秀 

逸 蛇
口
か
ら 

名
水
届
く 

街
に
棲
む 

青
葉
区 

深
谷 
隆
志 

 

秀 

逸 「せ
ん
し
め
ろ
」 

ぼ
く
怒
ら
れ
る ぶ

っか
高 

宮
城
県
立
視
覚
支
援
学
校
小
学
部
三
年 

佐
々
木 

陸    

 【評
】 

五
七
五
の
展
開
が
見
事
な
秀
句
で
す
。
仙

台
人
と
し
て
誇
ら
し
い
一
句
で
も
あ
り
ま

す
ね
。
「
名
水
届
く
」
ま
で
の
水
道
事
業
の

ご
苦
労
に
感
謝
で
す
が
、
水
資
源
へ
の
配

慮
を
忘
れ
な
い
暮
ら
し
を
し
て
名
水
を
楽

し
み
た
い
で
す
ね
。 

  

【評
】 

物
価
の
値
上
げ
に
汲
々
と
す
る
今
年
ら
し

い
作
品
で
す
。
上
五
が
鍵
括
弧
の
中
で
す

が
、
ご
家
族
の
助
言
を
的
確
に
知
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
率
直
な
一
句
も
ま
た
、
共

感
を
呼
び
ま
す
。 

 



選者 雫石隆子 
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入 

選 も
う
し
ょ
日
に 

水
の
シ
ャ
ワ
ー
で 

生
き
か
え
る 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
二
年 

小
華
和 
叶
多 

 

入 

選 あ
り
が
と
う 

じ
ゃ
ぐ
ち
を
ひ
ね
れ
ば 

き
れ
い
な
水 

仙
台
市
立
七
北
田
小
学
校
二
年 

黒
川 

千
聡    

 

【評
】 

記
録
的
な
猛
暑
日
続
き
の
夏
で
す
。
シ
ャ

ワ
ー
タ
イ
ム
が
待
ち
遠
し
い
日
々
で
し
た
。

断
水
の
な
い
仙
台
の
水
道
事
業
に
感
謝
し

ま
し
た
。
下
五
の
「
生
き
か
え
る
」
が
ぴ
った

り
で
す
。 

  

【評
】 

と
て
も
素
直
な
気
持
ち
が
伝
わ
る
作
品
で

す
。
無
駄
な
言
葉
は
一
つ
も
な
く
、
水
へ
の

感
謝
が
表
現
さ
れ
て
お
り
、
お
手
本
に
な

る
本
音
の
一
句
で
す
。 

 



選者 雫石隆子 
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入 

選 

水
の
旅 

ず
っと
続
く
よ S

D

G
ｓ 

若
林
区 

岡
部 
祐
子 

 

入 

選 

水
道
は 

み
ん
な
の
え
が
お ま

も
る
物 

仙
台
市
立
桜
丘
小
学
校
三
年 

照
井 

愛
理    

 

【評
】 

一
般
の
方
は
S

D

G
ｓ
を
モ
チ
ー
フ
に

し
て
い
ま
す
。
人
間
ば
か
り
で
な
く
、
生

き
て
い
る
全
て
に
不
可
欠
な
水
。
だ
か
ら

こ
そ
水
を
守
る
、
持
続
可
能
な
取
り
組
み

を
訴
え
て
い
ま
す
。 

  

【評
】 

下
句
の
「
え
が
お
ま
も
る
」
の
表
現
が
素
晴

ら
し
い
。
暮
ら
し
の
豊
か
さ
の
基
本
に
水

が
あ
る
。
小
三
年
で
の
気
づ
き
に
驚
き
ま

し
た
。
日
頃
の
観
察
眼
に
敬
服
し
ま
し

た
。 

 



選者 雫石隆子 
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入 

選 

じ
ょ
う
ろ
か
ら 

ト
マ
ト
に
か
か
れ 

水
の
橋 

仙
台
市
立
柳
生
小
学
校
四
年 

飯
島 
果
歩 

 

入 

選 大
切
な 

水
は
地
球
を め

ぐ
って
る 

仙
台
市
立
将
監
中
学
校
二
年 

岡
﨑 

圭
祐    

 

【評
】 

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
景
色
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

作
品
で
す
。
下
五
の
比
喩
「
水
の
橋
」
が
見

え
て
来
る
よ
う
で
す
。
水
を
た
っ
ぷ
り
貰
っ

た
ト
マ
ト
、
美
味
し
い
事
で
し
ょ
う
。 

  

【評
】 

中
学
生
の
作
者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で

「
水
」
を
捉
え
て
い
ま
す
。
上
五
の
切
り

出
し
が
「
大
切
」
で
す
か
ら
、
国
や
人
種

を
越
え
て
水
に
責
任
が
あ
る
、
と
貴
重

な
視
点
で
す
。 

 



選者 雫石隆子 
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入 

選 

ポ
ケ
蓋
を 探

す
お
出
掛
け 楽

し
い
な 

仙
台
市
立
八
木
山
中
学
校
二
年 

田
中 
幸
一 

 

入 

選 

水
が
あ
る 

み
ん
な
の
命 

つ
な
い
で
る 

仙
台
市
立
折
立
小
学
校
五
年 

小
野
寺 

総
太    

 

【評
】 

昨
年
も
今
年
も
マ
ン
ホ
ー
ル
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
作
品
は
多
く
あ
り
ま
し
た
。
全
国

的
に
マ
ン
ホ
ー
ル
の
図
柄
が
観
光
誘
致
を

担
っ
て
い
ま
す
が
「
た
の
し
い
な
」
の
独
白
が

良
い
。 

  

【評
】 

命
と
水
を
直
結
さ
せ
た
作
品
。
水
を
通

し
て
人
と
人
が
つ
な
が
る
、
大
切
な
考
え

方
だ
と
思
う
。
命
の
源
を
独
り
占
め
す

る
こ
と
な
く
、
分
け
合
う
こ
と
も
こ
こ
に

あ
る
。 

 



選者 雫石隆子 
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入 

選 

駅
の
ホ
ー
ム 

雨
の
カ
ー
テ
ン
で 

出
ら
れ
な
い 

宮
城
県
立
宮
城
野
高
等
学
校
二
年 

太
田 
優
芽 

 

入 

選 

生
活
を 

陰
で
支
え
る 

水
道
管 

青
葉
区 

佐
藤 

瞳    

 

【評
】 

線
状
降
水
帯
、
ゲ
リ
ラ
雨
の
報
道
が
多
い

今
夏
で
す
。
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
災
害
で
す
が
、
豪
雨
で
マ
ン
ホ
ー
ル
蓋

が
浮
き
上
が
った
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

  

【評
】 

一
般
の
方
の
作
品
だ
が
、
中
七
の
「
陰
で
支

え
る
」
が
大
人
の
見
方
と
思
い
ま
す
。
目
立

た
な
い
事
業
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
暮
ら
し

の
基
礎
で
あ
る
と
、
作
者
は
知
っ
て
い
ま

す
。 

 



選者 雫石隆子 
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入 

選 

付
き
合
い
は 一

生
続
く 

人
と
水 

若
林
区 

河
邊 
由
貴 

 

入 

選 

僕
の
家 「水

筒
持
った
？
」が 合

言
葉 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
五
年 

荘
司 

凰
介    

 

【評
】 

中
七
の
「一
生
続
く
」の
言
葉
に
実
感
が
あ

る
作
者
。
人
生
は
生
ま
れ
た
時
の
産
湯
か

ら
、
末
期
の
水
ま
で
「
水
尽
く
し
」
。
地
球

は
ま
さ
に
「水
の
星
」で
も
あ
り
ま
す
。 

  

【評
】 

多
く
の
家
で
「
水
筒
持
っ
た
？
」
の
会
話
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
熱
中
症
対
策
で
す

が
、
老
若
男
女
問
わ
ず
水
筒
持
参
が
日

常
化
し
た
酷
暑
の
暑
さ
で
す
。 
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【講評】 選者 鈴木 俊光 

（アナウンサー・パーソナリティ 元東北放送） 
 

今年の夏も連日の暑さで、水の大切さ、有り難さをし

みじみ感じました。一方台風や豪雨で水の怖さも学びま

した。日本の気候は、今年明らかに変わった気がします。

それは世界規模かもしれません。国連は、「地球の沸騰

化」と表現しました。 

最高気温が４０度というニュースを何度聞いたでしょう。

「酷暑日」という言葉も生まれました。地域で獲れる魚の

種類も変わり、収穫できる作物も変わってきました。このま

ま行くと５０年後には東北地方がミカンの産地になるそう

です。すでに山元町ではミカンが実っているとか。本気

で地球環境の保護に努めなければいけませんね。 

さて、今年も大勢の皆さんから上下水道に関心をよせ

た川柳をいただきました。すっかり寒くなった今日この頃で

すが、あの暑かった夏の日々を思い出してみませんか。



選者 鈴木俊光 
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ジ
ュ
ニ
ア
賞 

か
き
ご
お
り 

た
い
よ
う
の
か
ち 

な
く
こ
お
り 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
二
年 

高
橋 
音
花 

 

特 

選 イ
チ
ゴ
味 ス

プ
ー
ン
倒
れ
る 夏

盛
り 

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高
等
学
校
三
年 

桜
庭 

詩
菜    

 

【評
】 

暑
い
夏
の
日
、
か
き
氷
が
一
番
で
す
よ

ね
。
シ
ロ
ッ
プ
の
色
に
一
層
涼
し
さ
を
感
じ

ま
す
。
た
だ
急
い
で
食
べ
る
と
頭
が
ツ
ー

ン
、
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
と
・
・
・
。
「
北
風
と
太

陽
」も
太
陽
が
勝
ち
ま
し
た
ね
。 

  

【評
】 

「
か
き
氷
」
と
は
一
言
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

十
分
想
像
さ
せ
る
巧
み
な
技
で
す
ね
。
更

に
ス
プ
ー
ン
の
動
き
で
暑
さ
の
レ
ベ
ル
も
想

像
で
き
ま
し
た
。 

 

 



選者 鈴木俊光 
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秀 

逸 ひ
ま
わ
り
や 

水
の
地
球
に 種

落
と
す 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
六
年 

星
川 
澪
良 

 

秀 

逸 子
も
鳥
も 蛇

口
の
そ
ば
は 

保
育
園 

泉
区 

大
久
保 

元
司    

 

【評
】 

夏
の
終
わ
り
と
共
に
命
を
つ
な
ぐ
準
備
を

す
る
ひ
ま
わ
り
、
種
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
の
上
で
な
く
肥
沃
な
水
の
惑
星

の
台
地
に
落
ち
た
い
と
思
っ
て
い
る
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。
大
谷
選
手
は
ホ
ー
ム
ラ
ン

を
打
つ
た
び
に
ひ
ま
わ
り
の
種
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
ま
す
が
、
そ
ん
な
道
を
歩
む
種
も
あ

り
ま
す
。 

  

【評
】 

公
園
の
水
飲
み
場
を
想
像
し
ま
す
。
そ
こ

で
遊
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
つ
い
つ
い
長
居

し
て
し
ま
い
ま
す
。
遠
ま
き
に
水
飲
み
と

水
浴
び
を
し
よ
う
と
順
番
待
ち
を
し
て
い

る
ス
ズ
メ
や
鳩
、
「
早
く
よ
け
て
く
れ
な
い

か
ナ
ー
」 

 



選者 鈴木俊光 
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入 

選 ぼ
く
の
ナ
ス 毎

日
水
や
り 食

べ
ご
ろ
だ 

仙
台
市
立
東
長
町
小
学
校
三
年 

鈴
木 
澄
晴 

 

入 

選 な
み
が
来
て 

ぼ
く
の
名
前
を 

食
べ
ち
ゃ
った 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
二
年 

刈
谷 

航
大    

 

【評
】 

春
に
植
え
た
ナ
ス
の
苗
、
責
任
も
っ
て
育
て

て
き
ま
し
た
。
雑
草
と
の
戦
い
も
あ
り
ま

し
た
。
紫
の
花
を
つ
け
た
時
は
嬉
し
か
った

で
す
ね
。
そ
し
て
赤
ち
ゃ
ん
ナ
ス
か
ら
の
成

長
を
見
守
り
ま
し
た
。 

  

【評
】 

寄
せ
る
波
の
サ
イ
ク
ル
を
気
に
し
な
が
ら

描
い
た
砂
絵
と
名
前
、
何
回
か
の
「
セ
ー

フ
」
が
あ
っ
て
、
つ
い
に
き
た
大
き
な
波
は
全

て
を
丸
飲
み
一
気
飲
み
、
き
れ
い
さ
っ
ぱ

り
。
黒
板
消
し
も
こ
の
く
ら
い
早
く
で
き

た
ら
ね
。 

 



選者 鈴木俊光 

16 

 

入 

選 暑
い
日
に 

氷
ガ
リ
ゴ
リ も

う
ひ
と
つ 

仙
台
市
立
桜
丘
小
学
校
五
年 

飯
塚 
奏
太 

 

入 

選 い
ど
水
で あ

ら
った
キ
ュ
ウ
リ 

シ
ャ
ッ
キ
シ
ャ
キ 

仙
台
市
立
富
沢
小
学
校
三
年 

萱
場 

公
規    

 

【評
】 

本
当
に
暑
い
日
は
、
甘
い
ア
イ
ス
よ
り
た
だ

の
氷
が
一
番
の
ご
ち
そ
う
。
冷
蔵
庫
の
製

氷
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
取
り
出
し
た
氷
を
口
に

放
り
込
み
、
と
け
る
の
待
て
ず
に
つ
い
ガ
リ

ゴ
リ
。
・
・
・
で
歯
に
し
み
る
の
を
我
慢
し
な

が
ら
も
う
一
コ
ガ
リ
ゴ
リ
。 

  

【評
】 

「
シ
ャ
ッ
キ
シ
ャ
キ
」
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
と
冷
た

さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
井
戸
水
の
温
度
は

年
中
ほ
ぼ
一
定
で
、
夏
は
冷
た
く
冬
は
温

か
く
感
じ
る
と
い
い
ま
す
。
そ
の
昔
井
戸

水
を
く
み
上
げ
る
「
つ
る
べ
」
に
ス
イ
カ
を

入
れ
て
冷
や
し
て
い
ま
し
た
ね
。 

 



選者 鈴木俊光 

17 

 

入 

選 こ
の
水
と 

一
周
回
って ま

た
会
え
る 

仙
台
市
立
向
陽
台
小
学
校
四
年 

林
崎 
眞
心 

 

入 

選 じ
ゃ
ぐ
ち
か
ら 

き
ら
き
ら
ひ
か
る 

な
が
れ
ぼ
し 

仙
台
市
立
連
坊
小
路
小
学
校
五
年 

遠
藤 

爽
太    

 

【評
】 

浄
水
場
見
学
で
学
ん
だ
ん
で
す
ね
。
使
っ

た
水
は
き
れ
い
に
な
っ
て
川
か
ら
海
へ
。
蒸

発
し
て
雲
か
ら
雨
に
。
地
下
水
と
な
って
ダ

ム
か
ら
蛇
口
へ
。
今
日
流
し
た
水
よ
長
い

旅
、
行
って
ら
っし
ゃ
い
。 

  

【評
】 

暗
く
て
細
い
水
道
管
を
通
っ
て
き
た
水
が

一
気
に
蛇
口
か
ら
飛
び
散
り
ま
す
。
水
滴

一
つ
一
つ
に
陽
が
当
た
り
キ
ラ
キ
ラ
光
り

弧
を
描
く
様
子
は
、
や
っ
ぱ
り
流
れ
星
だ

よ
ね
。 

 



選者 鈴木俊光 

18 

 

入 

選 雨
音
に 

さ
そ
わ
れ
眠
る 

熱
帯
夜 

仙
台
市
立
長
町
小
学
校
五
年 

刈
谷 
芽
依 

 

入 

選 雪
の
中 

こ
こ
に
い
る
よ
と 

マ
ン
ホ
ー
ル 

仙
台
市
立
将
監
中
学
校
二
年 

寺
嶋 

愛
莉    

 

【評
】 

眠
り
を
誘
う
雨
音
な
ら
涼
し
げ
で
も
あ

り
ま
す
が
、
最
近
の
雨
は
「
ダ
ー
ッ
」
「
ゴ
ー

ッ
」
更
に
「
ピ
カ
ー
」
「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
」
こ
れ
で
は
寝

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
と
こ
ろ
「
夕
立
」
と
か

「
天
気
雨
」
と
い
う
表
現
が
使
え
な
い
雨
の

降
り
方
で
す
。 

  

【評
】 

確
か
に
そ
う
で
す
ね
、
よ
く
気
が
つ
き
ま

し
た
。
お
風
呂
の
お
湯
や
台
所
の
お
湯
が

流
れ
込
む
の
が
下
水
道
で
す
か
ら
ね
。

時
々
湯
気
の
出
て
い
る
マ
ン
ホ
ー
ル
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。
滑
り
や
す
く
も
な
っ
て
い
ま

す
。 

 



選者 鈴木俊光 

19 

 

入 

選 マ
ン
ホ
ー
ル 

絵
柄
写
メ
ー
ル 海

を
飛
ぶ 

青
葉
区 

岡
本 
宏
正 

 

入 

選 灯
篭
に 

想
い
を
馳
せ
る 

広
瀬
川 

仙
台
市
立
郡
山
中
学
校
一
年 

鈴
木 

晴
奈    

 

【評
】 

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
は
外
国
人
に
は
珍
し

く
日
本
ら
し
さ
の
ひ
と
つ
だ
そ
う
で
す
。

中
で
も
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
大
人
気

と
か
。
お
国
の
友
達
に
「
こ
ん
な
の
見
ッ
け
」

と
自
慢
げ
に
写
メ
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。 

  

【評
】 

今
年
も
行
わ
れ
た
広
瀬
川
灯
篭
流
し
。

亡
く
な
っ
た
方
を
偲
ぶ
夏
の
行
事
で
す
。

灯
篭
が
浮
か
ぶ
川
が
汚
れ
て
い
て
は
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
水
面
に
映
る
花
火
も
楽

し
む
た
め
に
き
れ
い
な
川
を
守
っ
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 



選者 鈴木俊光 

20 

 
 

入 

選 お
し
ゃ
れ
し
て 

撮
って
！
撮
って
と 

マ
ン
ホ
ー
ル 

宮
城
野
区 

西
川 
宜
孝 

 

入 

選 無
沙
汰
詫
び 心

を
洗
う 

里
の
川 

青
葉
区 

深
谷 

隆
志    

 

【評
】 

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
に
は
マ
ニ
ア
さ
ん
も
い

る
ほ
ど
で
す
。
仙
台
駅
東
口
に
は
イ
ー
グ

ル
ス
、
泉
中
央
に
は
ベ
ガ
ル
タ
の
、
青
葉
山

に
は
七
夕
の
目
立
ち
た
が
り
屋
の
カ
ラ
ー

マ
ン
ホ
ー
ル
が
待
っ
て
い
ま
す
。
去
年
は
デ

ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
受
賞
作
が

す
で
に
設
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

  

【評
】 

久
し
ぶ
り
の
里
帰
り
。
変
わ
った
街
並
み
、

変
わ
ら
ぬ
自
然
に
ホ
ッ
。
私
に
と
っ
て
の
里

の
川
は
石
狩
川
で
す
。 
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【講評】 選者 佐藤 秀樹 

（仙台市建設局長） 
 

2024 仙台市下水道フェア第 23 回川柳コンクールに、

たくさんのご応募をいただき、誠にありがとうございます。今

年も、幅広い年代の方々から心のこもった句を多くご応

募いただきました。 

水環境の大切さや日常における水とのかかわりなど

について、皆様の豊かな感性によって、五・七・五の十

七音に詰め込んでいただきました。今年も、記録的な猛

暑などのニュースがありましたが、そうした中で改めて感じ

る水への思いを詠んだ作品も多くありました。 

また、本市でもデザインマンホールを通して下水道の

広報に取り組んでおりますが、マンホールのデザインを楽

しんでいただいていることが伝わってくる作品も多くあり、

大変嬉しく思います。寄せられた作品は、環境の大切さ

や日常の何気ない瞬間を巧みに表現しており、それぞれ

が個性的でありながら、中には、心温まる作品や、思わ

ず考えさせられる深い意味を持つ作品もあり、楽しく読ま

せていただきました。 

来年も多くの方々に応募いただけるよう願っております。



選者 佐藤秀樹 

22 

 

ジ
ュ
ニ
ア
賞 

大
き
く
な
ぁ
れ 

お
ん
ぷ
が
う
ご
く 水

の
中 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
三
年 

野
上 
愛
馨 

 

特 

選 か
さ
と
じ
て 青

色
な
った 水

た
ま
り 

仙
台
市
立
折
立
小
学
校
四
年 

今
井 

駿
之
介    

 

【評
】 

お
玉
杓
子
を
飼
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
音

符
の
た
と
え
に
躍
動
す
る
リ
ズ
ム
感
が
あ

り
、
そ
れ
を
楽
し
げ
に
見
な
が
ら
、
成
長

を
願
う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く
る
一
句
で

し
た
。 

  

【評
】 

雨
上
が
り
の
青
空
を
、
水
た
ま
り
の
水
面

に
見
つ
け
て
う
れ
し
く
な
っ
た
情
景
が
浮

か
び
ま
す
。
雨
上
が
り
に
気
持
ち
も
晴
れ

て
、
清
々
し
さ
を
感
じ
る
素
敵
な
一
句
と

感
じ
ま
し
た
。 

 



選者 佐藤秀樹 

23 

 

秀 

逸 マ
ン
ホ
ー
ル 

地
域
の
身
近
な 

ガ
イ
ド
さ
ん 

富
谷
市 

青
木 
伶
奈 

 

秀 

逸 ポ
ケ
ふ
た
を 探

す
孫
と
の 

待
ち
合
わ
せ 

若
林
区 

山
田 

久
美
子    

 

【評
】 

い
ま
や
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
は
、
市
内
や

全
国
各
地
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
、
地
域
の
特

色
を
生
か
し
た
様
々
な
図
柄
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ガ
イ
ド
役
も
こ
な
し
て
い
る

こ
と
に
納
得
の
一
句
で
し
た
。 

  

【評
】 

お
気
に
入
り
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
が
あ

る
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
一
緒
に
お
孫
さ
ん

と
探
す
た
め
に
、
待
ち
合
わ
せ
る
姿
が
ほ

の
ぼ
の
と
感
じ
ら
れ
る
一
句
と
思
い
ま
す
。 

 



選者 佐藤秀樹 

24 

 

入 

選 水
や
り
で ま

っか
な
ト
マ
ト 

あ
せ
か
い
た 

仙
台
市
立
荒
井
小
学
校
二
年 

足
立 
渚 

 

入 

選 恵
み
雨 

大
合
唱
が 

始
ま
った 

仙
台
市
立
荒
井
小
学
校
五
年 

足
立 

琥
珀    

 

【評
】 

は
ち
き
れ
そ
う
な
赤
く
実
っ
た
ト
マ
ト
と

水
を
も
ら
っ
て
汗
の
よ
う
な
水
滴
が
、
鮮

や
か
に
浮
か
ん
で
く
る
一
句
で
し
た
。 

  

【評
】 

雨
が
な
か
な
か
降
ら
な
い
中
で
、
待
望
の
雨

で
し
ょ
う
か
。
雨
の
音
が
あ
た
り
に
響
き
渡

り
、
歓
喜
の
歌
に
聞
こ
え
る
と
感
じ
た
一

句
で
し
た
。 

 



選者 佐藤秀樹 

25 

 

入 

選 

微
生
物 

浄
化
支
え
る マ

イ
ヒ
ー
ロ
ー 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
五
年 

佐
藤 
美
織 

 

入 

選 

下
水
道 

S

D

G
ｓ
の 

た
て
や
く
者 

仙
台
市
立
立
町
小
学
校
五
年 

佐
藤 

由
惟    

 

【評
】 

汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
い
る
の
は
、
実

は
目
に
見
え
な
い
微
生
物
の
献
身
的
な
活

躍
に
よ
る
も
の
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
ヒ
ー
ロ

ー
と
称
え
る
思
い
が
伝
わ
る
句
で
し
た
。 

  

【評
】 

そ
う
で
す
ね
。
下
水
道
は
、
S

D

G
ｓ

が
掲
げ
る
ゴ
ー
ル
達
成
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。
下
水
道
の
役
割
を
し
っ
か
り
と
表
現

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
一
句
と
感
じ
ま
し

た
。 

 



選者 佐藤秀樹 

26 

 

入 

選 

伊
達
の
香
や レ

ン
ガ
装
う 

下
水
管 

青
葉
区 

西
牟
田 

千
枝
子 

 

入 

選 

マ
ン
ホ
ー
ル 目

に
焼
き
つ
い
た 仙

台
七
夕 

聖
ド
ミ
ニ
コ
学
院
小
学
校
六
年 

成
田 

洸
望    

 

【評
】 

杜
の
都
れ
ん
が
下
水
洞
窟
は
、
明
治
時
代

に
造
ら
れ
て
、
現
在
も
下
水
道
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
入
ら
れ
た
と

き
に
、
空
気
感
と
そ
の
作
り
に
伊
達
な
も

の
を
感
じ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

  

【評
】 

ご
当
地
マ
ン
ホ
ー
ル
は
仙
台
に
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
七
タ
の
マ
ン
ホ
ー
ル
が
鮮
や
か
だ

った
の
で
し
ょ
う
。
強
く
印
象
を
受
け
た
思

い
が
伝
わ
って
き
ま
す
。 

 



選者 佐藤秀樹 

27 

 

入 

選 

ま
ん
丸
の く

ら
し
を
守
る 

た
か
ら
も
の 

仙
台
市
立
向
山
小
学
校
三
年 

澁
谷 
希
実 

 

入 

選 

ま
る
み
っけ あ

ん
よ
で
タ
ッ
チ マ

ン
ホ
ー
ル 

青
葉
区 

佐
々
木 

愛 

 

   

 【評
】 

「
た
か
ら
も
の
」
に
、
下
水
道
は
快
適
な
暮

ら
し
を
支
え
る
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
り
、
ま
た
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
様
々
な
絵

柄
を
探
す
こ
と
が
宝
探
し
の
よ
う
で
楽
し

い
と
い
う
２
つ
の
意
味
が
込
め
ら
れ
た
印
象

深
い
一
句
で
し
た
。 

  

【評
】 

か
わ
い
い
あ
ん
よ
が
、
地
面
に
あ
る
変
わ
っ

た
丸
い
も
の
を
見
つ
け
た
よ
う
で
す
ね
。

興
味
津
々
の
足
ど
り
が
、
微
笑
ま
し
く
、

心
温
ま
る
一
句
と
感
じ
ま
し
た
。 

 



選者 佐藤秀樹 

28 

 

入 

選 

水
に
聞
く 地

球
め
ぐ
り
は 

何
周
目 

仙
台
市
立
東
長
町
小
学
校
六
年 

赤
井
澤 
宏
介 

 

入 

選 

生
ま
れ
た
て 

も
う
溶
け
て
ゆ
く 

か
き
氷 

宮
城
教
育
大
学
附
属
小
学
校
六
年 

谷
口 

孝
太
郎 

 

   

 

【評
】 

水
は
地
球
を
循
環
し
て
い
て
、
一
体
ど
れ

く
ら
い
巡
っ
て
い
る
の
か
想
像
も
つ
き
ま
せ

ん
。
水
に
敬
意
を
払
い
な
が
ら
、
問
い
か
け

た
く
な
る
気
持
ち
が
わ
か
り
ま
す
。 

   

【評
】 

出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の
か
き
氷
が
、
猛

暑
で
あ
っ
と
い
う
間
に
溶
け
て
い
ま
す
よ

ね
。
暑
さ
の
中
で
早
く
食
べ
な
き
ゃ
と
い
う

思
い
が
伝
わ
って
き
ま
す
。 

 

 



選者 佐藤秀樹 

29 

入 

選 

傘
一
つ 

雨
粒
の
音 

仲
直
り 

聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高
等
学
校
三
年 

桜
庭 
詩
菜 

 

 

入 

選 

運
動
会 

ゴ
ー
ル
一
番 

水
が
ぶ
り 

青
葉
区 

岡
本 

幸
子    

 

【評
】 

喧
嘩
し
た
け
ど
、
傘
が
一
つ
し
か
な
く
、

二
人
で
一
緒
に
な
る
羽
目
に
。
傘
に
あ
た

る
雨
音
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、
仲
直
り

で
き
ま
し
た
ね
。
心
安
ら
ぐ
一
句
と
思
い

ま
し
た
。 

  

【評
】 

全
力
で
走
り
、
一
番
で
ゴ
ー
ル
を
駆
け
抜

け
、
真
っ
先
に
水
飲
み
場
へ
向
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
水
が
ご
褒
美
と
な
っ
て
、
嬉
し

く
て
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。 

 



 

 

 
 



 

 

 


